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第１節 不利益処分についての審査請求
不利益処分についての審査制度（国公法第90条）は、職員からその意に反して降給、降任、休職、
免職その他著しく不利益な処分又は懲戒処分を受けたとして審査請求があった場合に、人事院が、事
案ごとに公平委員会を設置して審理を行わせ、公平委員会が作成した調書に基づき、処分の承認、修
正又は取消しの判定を行うものである。
人事院は、処分を修正し又は取り消した場合には、その処分によって生じた職員の不利益を回復す
るための処置を自ら行い、又は処分者に対し必要な処置を行うように指示することとされている。な
お、人事院の判定は、行政機関における最終のものである。
不利益処分の審査は、規則13１（不利益処分についての審査請求）に定められた手続に従って行
われ、集中審理を行うなどして事案の早期処理に努めている。
令和７年度の係属件数は、前年度から繰り越した12件を加えて31件となった。その処理状況は、判
定を行ったもの９件（処分承認９件）、取下げ・却下等５件であり、翌年度に繰り越したものは17件
である（表７１）。

第２節 勤務条件に関する行政措置の要求
行政措置要求の制度（国公法第86条）は、職員から勤務条件に関し、適当な行政上の措置を求める
要求があった場合に、人事院が必要な審査をした上で判定を行い、あるいはあっせん又はこれに準ず
る方法で事案の解決に当たることで、職員が勤務条件の改善と適正化を能動的に求めることを保障す
るものである。
行政措置要求の審査は、規則13２（勤務条件に関する行政措置の要求）に定められた手続に従っ
て行われる。
令和７年度の係属件数は、前年度から繰り越した17件を加えて41件となった。その処理状況は、判
定を行ったもの11件、取下げ・却下12件であり、翌年度に繰り越したものは18件である（表７２）。

第３節 災害補償の実施に関する審査の申立て及び福祉事業の運営に関する措置の申立て

災害補償の審査申立制度（補償法第24条）は、実施機関の行った公務上の災害又は通勤による災害

の認定、治癒の認定、障害等級の決定その他補償の実施について不服のある者から審査の申立てがあっ

た場合に、また、福祉事業の措置申立制度（補償法第25条）は、福祉事業の運営について不服のある

者から措置の申立てがあった場合に、それぞれ人事院が事案を災害補償審査委員会の審理に付した上

で判定を行うものである。

災害補償の審査等は、規則13３（災害補償の実施に関する審査の申立て等）に定められた手続に

従って行われている。

令和７年度の係属件数は、前年度から繰り越した９件を加えて28件となった。その処理状況は、判

定を行ったもの10件、取下げ・却下３件であり、翌年度に繰り越したものは15件である（表７３）。
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